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緒方夕佳議員が、本会議で飴を舐めながら質問し、謝罪や反省を拒否したことで「出席

停止」の懲罰を受けたことに関し、日本共産党にもご指摘やご質問をいただいています。 
日本共産党市議団としては、本会議の質疑は真剣な論戦の場であることを踏まえ、飴を

舐めての登壇や発言は、不適切であると考え、行為の中止と反省を求めました。緒方議員
は議場において、議長がその行為を止めたにもかかわらず、止めずに、本会議ならびに議
会運営委員会の場において、それに対する反省の弁や意思を示しませんでした。仮に風邪
などで体調が悪い場合であっても、議長に断って発言するか、服薬等で対応するなど、常
識の範囲で行動すべきであったと考えます。 
一方で、様々に指摘を受けていますように、「飴を舐めて登壇、発言したこと」は「懲罰」

にまで値する内容ではなく、謝罪や反省をしなかったからといって、日本共産党市議団が
「懲罰動議」や「懲罰委員会設置」にまで賛成したことは適切ではありませんでした。こ
の点につきましては、反省しています。 
議会の潤滑な運営と議員の発言を保障するためには、それぞれの議員が良識と節度をも

って議会に臨むことが必要であり、日本共産党市議団としても、そういう立場で、今後心
して取り組んでいく決意です。 


